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直接 経 費 間接 経 費 合 計
平 成 1 6 年 度
12，2 0 0，0 0 0 0 12，2 00，0 00
平 成 1 7 年 度
1，9 00，0 0 0 0 1，9 0 0，0 0 0
総 計




on Pt（111）．：Tsuyoshi Takaoka，Miki Inamura，Satoshi
























































































































































レー ザー推進 ビー ム
原 子 ・分 子　　 超 日速 分子線　　　　　　　　　 イオ ／ ヒー
ビー ムエネル ギ　　 1 0 0 m e V 1 e や　　　 l q e V　　 l O O e V
表 面反応　　　　　　 ブタン異性化 0 2脱離
活 性化 エネル ギー　 メタネーション　　　　アンモニア合成－ 　　 エチ レン水素化分解







































































































































































































































































































































































































































































































△ （最 大 光 路 差 、 cm ） 2　　　 1　　　 0 ．5　　　　 0 ．2 5　　　　 0 ．12 5
A p （分 解 能 、 cm ■1） 0 ．5　　　 1　　　　 2　　　　　 4　　　　　　 8




A （∫） （l∫l≦い 1）





矩形　　　 1 2上Sin（2汀乱 ）／2祀 0．60化 0．68几 2．0 －21．5
三角形 1－ ‡
余弦開放 co蘭
Ha抽 e川・5… ・46竜 一）
上sin2（汀乱）／（かい2
】止























l＋（皿 ）2 佃 ‾112品 h伽乱）




































































































































T （K ） Ⅴ （m ／S） E （m eV ）
10 0％　 A r 30 0 6 0 0 8 0
1％ A r in X e 30 0 3 00 2 0
1％ A r in H e 30 0 170 0 6 00
































































































































御 車 凧 山
























l l l l 】
l l l




















































































































Ⅹe 原 子 の Ⅹe 運 動 エ ネ ル ギ ー Ⅹe ビー ム フ ラ ック ス
1％ 1 ．2 3 3 ．9 × 1 0 13
2％ 1 ．0 7 7 ．7 × 1 0 13
4％ 0 ．9 3 1．5 × 1 0 14
6 ％ 0 ．8 8 2 ．3 × 1 0 14
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発振出力 10 mW～数百 kW （最大数 MW）
励起方法 放電
電源 電圧 ：数 kV～数十 kV、電流 ：数 mA～数 A
発振効率 20％程度 （高効率）
発振形態 パ′レス
M o del cap acitor（n F） fr e qu en cy（H z） m a x．p u lse
en er訂 （J）
m ax p ow er（W ）

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































TOUR ： Tohoku University Repository 
コメント・シート 
 
本報告書収録の学術雑誌等発表論文は本ファイルに登録しておりません。なお、このうち東北大学
在籍の研究者の論文で、かつ、出版社等から著作権の許諾が得られた論文は、個別に TOUR に登録
しております。 
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